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１．概要（Summary） 

近年マイクロ流路を用いた細胞評価試験の研究が進め

られており，それらの研究において細胞マニピュレーショ

ンは基礎をなす技術である．本研究では，高精度マニピ

ュレーションを実現することを目的に，操作周波数を kHz

オーダまで向上させることに成功した． 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

LED描画システム（“PLS-1010”） 

マスクアライナー（“MA-10”） 

【実験方法】 

マイクロ流体チップの製作には，LED 描画装置，マス

クアライナー等を用いて Si基板上の SU-8レジストをパタ

ーニング，その後 PDMSで型取りすることにより製作した．

実験システムはマイクロ流体チップ，顕微鏡，細胞挙動を

記録する高速カメラ，マイクロ流路内流体を操作するピエ

ゾアクチュエータ，ピエゾアクチュエータへの入力を与え

る外部信号発生器，全体を統括する PC から構成した

（Fig. 1）.今回は対象物としてマイクロビーズを用いて実

験を行った． 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

マイクロビーズを流路内に保持し，外部信号発生器か

ら 100 Hz，1000 Hzを入力した際の挙動を観察した．そ

れぞれにおける，時間とビーズ位置の相関を Fig. 2に示

す．高周波でもマニピュレーションが行えていることが確

認でき，最終的に3000 Hzまで向上させることに成功した．

今後は，本システムを用いて，細胞挙動について実験を

進めていきたい． 

 
Fig. 1 The experimental system 

 
Fig. 2 The correlation between time and bead 

position. (A)100 Hz (B)1000 Hz. 
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